
神奈川県立市ケ尾高校時代の担任教諭と新堂２陸士

平成３０年度陸自入隊の新隊員が紫紺の制服で母校訪問
新
堂
晃
己
（
し
ん
ど
う 

こ
う
き
）
２
陸
士
は
、
東
部
方
面
混
成
団
第
１
１
７
教
育
大
隊

業
し
た
神
奈
川
県
立
市
ケ
尾
高
等
学
校
を
訪
問
し
た
。

日
（
火
）、
平
成
３
０
年
度
春
、
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
た
新
隊
員
が
広
報
官
と
一
緒
に
、
卒

（
武
山
）
で
の
教
育
期
間
を
終
え
、
第
１
３
普
通
科
連
隊
本
管
中
隊
（
長
野
県
松
本
市
）
の
所

属
と
な
っ
た
。
当
日
は
担
当
で
あ
っ
た
江
澤
広
報
官
と
一
緒
に
、
真
新
し
い
紫
紺
の
制
服
に
て

久
し
ぶ
り
に
母
校
の
門
を
く
ぐ
っ
た
。
同
校
の
進
路
担
当
教
諭
と
３
年
次
に
担
任
だ
っ
た
教
諭

と
の
面
会
が
実
現
し
、
最
初
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
新
堂
２
陸
士
だ
っ
た
が
、
高
校
時
代
の
思
い

出
話
が
出
る
と
次
第
に
表
情
が
緩
み
、
教
諭
ら
か
ら
の
質
問
に
も
真
摯
に
回
答
し
充
実
し
た
時

間
と
な
っ
た
。

そ
の
経
緯
を
知
っ
た
教
諭
達
か
ら
「
新
堂
君
が
自
衛
官
に
な
っ
て
い
た
と
は
意
外
で
し
た
。
成

長
し
た
姿
を
見
ら
れ
た
こ
と
は
感
慨
深
い
で
す
」「
卒
業
生
が
母
校
を
訪
問
し
て
く
れ
る
こ
と

は
嬉
し
い
。
自
衛
隊
と
い
う
職
業
へ
の
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
」
と
嬉
し
い
言
葉
を
頂
け
た
。

市
ケ
尾
募
集
案
内
所
は
「
部
隊
の
協
力
を
得
て
卒
業
生
の
母
校
訪
問
が
実
現
し
た
こ
と
は
、

教
諭
へ
自
衛
隊
に
興
味
や
理
解
を
し
て
頂
け
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
部
隊
や
学

校
と
連
携
を
図
り
、
後
半
の
募
集
活
動
を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

新
堂
２
陸
士
は
、
高
校
卒
業
後
に
大
学
へ
進
学
し
た
が
中
退
し
、
自
衛
隊
に
進
路
を
決
め
た
。

予備自衛官等制度について聴講する海自隊員

海自「中級管理講習」で予備自衛官等志願を呼びかけ
志
願
を
呼
び
か
け
た
。

て
、
海
自
隊
員
７
１
名
に
対
す
る
予
備
自
衛
官
等
の
制
度
説
明
を
行
い
、
予
備
自
衛
官
等
へ
の
積
極
的
な

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
市
ケ
尾
募
集
案
内
所
（
所
長 

近
藤
１
空
尉
）
は
１
０
月
１
６

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

１
等
海
佐　

兼
本　

貢
祐
）
は
、
１
１
月
８
日
（
木
）、
海

上
自
衛
隊
第
２
術
科
学
校
（
田
浦
）
で
実
施
さ
れ
た
「
平
成
３
０
年
度
第
３
回
中
級
管
理
講
習
」
に
お
い

本
講
習
は
、
３
佐
以
下
の
幹
部
及
び
准
・
曹
の
定
年
退
職
予
定
隊
員
を
対
象
と
し
、
社
会
へ
の
適
応
性

啓
発
や
退
職
後
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
付
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ

て
お
り
、
神
奈
川
地
本
は
昨
年
度
か
ら
本
講
習
に
お
い
て
予
備
自
衛
官
等
の
制
度
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

当
日
は
、
予
備
自
衛
官
等
の
処
遇
や
訓
練
内
容
等
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
特
に
、
即
応
予
備
自
衛
官
に

つ
い
て
は
、
陸
上
予
備
自
衛
官
を
経
る
こ
と
に
よ
り
海
上
自
衛
官
で
も
志
願
が
出
来
る
こ
と
な
ど
、
実
際

に
活
躍
し
て
い
る
元
海
上
自
衛
官
の
即
応
予
備
自
衛
官
を
例
示
し
て
説
明
し
た
。

予
備
自
衛
官
は
５
４
歳
ま
で
、
即
応
予
備
自
衛
官
は
４
９
歳
ま
で
採
用
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
や
同
じ
く

１
０
月
か
ら
災
害
招
集
等
に
応
じ
た
場
合
や
各
種
招
集
中
に
お
け
る
公
務
上
の
負
傷
等
に
よ
り
平
素
の
勤

務
先
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
場
合
に
「
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
る
制
度
に
つ
い
て
説
明
す

る
な
ど
、
予
備
自
衛
官
等
の
勢
力
拡
大
や
雇
用
企
業
の
理
解
を
得
る
た
め
の
制
度
改
正
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
、
採
用
年
齢
拡
大
や
訓

つ
い
て
改
め
て
周
知
し
た
い
。」
と
の
声

神
奈
川
地
本
は
、「
今
後
も
あ
ら
ゆ
る

採
用
年
齢
も
拡
大
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ

予
備
自
衛
官
へ
の
志
願
を
あ
き
ら
め
て
い

て
い
る
。

し
た
い
。
迷
っ
て
い
る
方
や
制
度
に
つ
い

ま
た
、
本
年
１
０
月
か
ら
士
長
以
下
の
予
備
自
衛
官
及
び
即
応
予
備
自
衛
官
の
採
用
年
齢
が
拡
大
さ
れ
、

練
出
頭
地
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、

「
部
隊
に
戻
っ
た
ら
予
備
自
衛
官
等
の
制

度
に
つ
い
て
改
め
て
周
知
し
た
い
。」
と

の
声
が
聞
か
れ
た
。
自
衛
官
等
の
制
度
に

が
聞
か
れ
た
。

機
会
を
通
じ
て
、
予
備
自
衛
官
・
即
応
予

備
自
衛
官
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

れ
ま
で
年
齢
制
限
で
予
備
自
衛
官
・
即
応

た
方
は
、
こ
の
制
度
改
正
を
機
会
に
積
極

的
な
志
願
を
お
願
い
し
た
い
。
迷
っ
て
い

て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
気
軽
に
地
方

協
力
本
部
に
相
談
し
て
欲
し
い
。」
と
し


